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令和８年７月１３日 

日本下水道事業団 

ＪＳ新技術Ⅰ類に３技術を選定 

（仮設排水処理システム、汚泥消化タンク、汚泥脱水機） 

 

日本下水道事業団（ＪＳ）では、地方公共団体の多様なニーズに応える新たな技

術を積極的に下水道事業へ活用する観点から、受託建設事業に新技術を円滑に導入

することを目的として、『新技術導入制度』※１を運用しています。 

この度、本制度に基づき下記の３技術を新技術Ⅰ類※２に選定しました。ＪＳは、

今後も最適かつ信頼性の高い技術の開発と実施設への導入促進に努めてまいります。 

 

記 

<<反応タンクが改築工事で使えない場合の可搬式仮設排水処理システム>> 

技術名：MBBRを用いた仮設排水処理システム ················· 別添資料－１ 

開発者：ＪＳ、株式会社西原環境 

技術選定を受けた者：株式会社西原環境 

選定日等：令和８年６月２４日 新技術Ⅰ類選定 

概 要：生物膜法の一種である MBBR(Moving Bed Biofilm Reactor：移動床式生

物膜法)によって有機物を除去し、MBBR 反応タンクからの流出水に含ま

れる固形物（SS）を凝集・ろ過することにより処理水を得る可搬式の仮

設排水処理システムです。反応タンクや最終沈殿池の改築時等に適用可

能で、1 基で 1,000m3/日（最大 4 基 4,000m3/日）を処理し、BOD15mg/L

以下の処理水質を得ることが可能です。 

 

<<施工性・耐食性の向上とコスト縮減を両立した鋼板製汚泥消化タンク>> 

技術名：機械巻上式ステンレスライニング消化タンク·········· 別添資料－２ 

開発者：ＪＳ、メタウォーター株式会社 

技術選定を受けた者：メタウォーター株式会社 

選定日等：令和８年６月２４日 新技術Ⅰ類選定 

概 要：耐食性の高いステンレスライニング合板の採用により、防食塗装無しで

長期間使用可能であるとともに、機械巻上工法の採用により、消化タン

ク本体の構築時に足場が不要となることや、少ない工数で建設できるた

め、コスト縮減が可能です。 



<<脱水性能の向上とコスト縮減を実現したスクリュープレス脱水機>> 

技術名：ファンネルスクリーン型圧入式スクリュープレス脱水機 別添資料－３ 

開発者：ＪＳ、株式会社石垣 

技術選定を受けた者：株式会社石垣 

選定日等：令和８年６月２４日 新技術Ⅰ類選定 

概 要：スクリーン径を大型化したファンネル型の濃縮部と脱水部の一体化と、

従来の圧入式スクリュープレス脱水機（Ⅲ型）の濃縮部を重力式から圧

入式とすることで、ろ過面積を最大限に活用することが可能となること

から、脱水性能の向上とコスト縮減が可能です。 

 

※１ JS では、優れた技術を受託建設事業に積極的に導入し、｢技術の善循環」を円滑に実施するため、

平成 23 年度から新技術導入制度を運用しています。本制度は、JS が開発に関与した新技術のみなら

ず、JS 以外で開発された新技術についても、JS が実施設への導入適用性を確認することにより、新技

術として選定するものです。 

※２ 新技術のうち、JS が単独又は共同研究により開発したものが該当します。 

 

 当制度で選定した新技術は、JSの受託建設事業における適用性を有していることを

確認したものであり、JSの受託建設事業以外における性能等を評価したものではあ

りません。 

 当制度による技術選定の有効期間は選定日（変更選定を受けた場合は変更選定日）

から 5年となっております。なお、技術選定を受けた者の申請により 1回延長が可

能です（最長 10年）。 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

新技術導入制度および選定技術に関する問い合わせ 

ソリューション推進部 ソリューション企画課長 北川 一栄 

TEL：03-6892-2014 

 








	0710広報編集_ プレス発表資料案(技術選定3件）r3
	別添資料１
	別添資料２
	別添資料３

